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【市況（実績・データ）】 月次
4月 訪日外客数 日本政府観光局（JNTO）・訪日外客統計 ー5/20 ・JNTO発表ー

訪日外客数は前年同月比 マイナス99.9%、 7カ月連続で前年同月を下回る
① JNTOでは、統計を取り始めた1964年以降、過去最少。
➁22市場全てで訪日外客数がほぼゼロに近い数字となる。

4月の訪日外客数は、前年同月⽐ 99.9%
減の3千人。

7 か月連続で前年同月を下回った。また、
単月の訪日外客数としては、JNTO で統計
を取り始めた1964年以降、過去最少。

COVID-19（新型コロナウイルス感染
症）の拡大により、多くの国において海外
渡航制限や外出禁止等の措置が取られてい
ること、また、日本においても検疫強化、
査証の無効化等の措置の対象国が拡大され
たこと等が22市場全てで訪日外客数がほぼ
ゼロに近い数字となる要因となった。
世界的に旅⾏需要が停滞している状況にあ
り、感染症の推移とともに今後の市場動向
を注視していく必要がある。

URL：https://www.jnto.go.jp/jpn/news/press_releases/pdf/200520_monthly.pdf

＊2020年5月の公表から、メキシコ及び中東地域（イスラエル、トルコ、GCC 6か国
（サウジアラビア、アラブ⾸⻑国連邦（UAE）、バーレーン、オマーン、カタール、
クウェート））の推計値の公表を開始しました。



新型コロナウィルスは全22市場へ影響を及ぼし、全域で前年同月比ほぼ100％減
① 韓国・中国・台湾からの東アジア主要訪日客は、▲99％以上のほぼゼロに。
➁ 各国の渡航制限や社会隔離、日本における検疫強化により訪日客は大幅に下回る。

【市況（実績・データ）】月次
4月 地域別訪日市場概況 日本政府観光局（JNTO）・訪日外客統計 ー5/20・JNTO発表ー

韓国は、前年同月⽐99.9%減の300人であった。
新型コロナウイルス感染症の拡大により3月9日以
降、日本における検疫強化、査証の無効化等の対
象となったこと等により、訪日者数は前年同月を
大幅に下回った。
中国は、前年同月⽐100.0%減の200人であった。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、1月27
日以降、中国政府の通達により団体ツアー及び航
空券とホテルのパッケージ商品の販売が禁止され
ていることに加え、3月9日以降、日本における検
疫強化、査証の無効化等の対象となったこと等も
あり、訪日者数は前年同月を大幅に下回った。
台湾は、前年同月⽐99.9%減の300人であった、

3月17日以降、台湾において、日本への渡航警戒
レベルが更に引き上げられたこと等に加え、4月3
日以降、日本における検疫強化、上陸拒否の対象
となったこと等もあり、訪日者数は大幅に下回っ
た。

URL： https://www.jnto.go.jp/jpn/news/press_releases/pdf/200520_monthly.pdf

＊2020年5月の公表から、メキシコ及び中東地域（イスラエル、トルコ、
GCC 6か国（サウジアラビア、アラブ⾸⻑国連邦（UAE）、バーレーン、
オマーン、カタール、クウェート））の推計値の公表を開始しました。



【市況（実績・データ）】月次
2・3月 都道府県別外国人宿泊者数 観光庁・宿泊旅行統計調査 ― 4/30・観光庁発表 ―

外国人宿泊者、3月は
▲85.9％とさらに減少
①（2月）都道府県別では、

一部を除き全国的に前
年比マイナス。

➁（3月）新型コロナウ
ィルスの影響で前年比
▲85.9％と大幅減。

延べ宿泊者

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001342343.pdf

市場別宿泊者数2月

都道府県別外国人宿泊者数（2月）



全国百貨店の免税総売上高が約47.5億円（前年⽐
14.3％）となり、大きなマイナスとなった。
購買客数は、約3万人（同6.6％）で２か月連続で

大きくマイナスしている。
一般物品が約18 億９千万円（前年⽐17.7％）、消

耗品が約28 億６千万円（前年⽐16.8％）であった。
人気のあった商品は、1位：化粧品、2位：ハイエ

ンドブランド、3位：食品、4位：婦人服飾雑貨、5
位：子供服雑貨となっている。
また、来店国別順位は以下の通り。
1位：中国本土、2位：香港、3位：韓国、4位：台

湾、5位：シンガポール、6位：マレーシア、7位：タ
イ （前月と⽐べ多少の変化あり）

３月は免税総売上高が約47.5億円で大きなマイナス
① 3月の全国百貨店免税売上は47.5億円で前年比14.3％と大きなマイナスを記録。
➁ 同購買客数は約3万人で前年比6.6％と低迷した。

【市況（実績・データ）】 月次
3月 全国百貨店売上高・来店動向 ― 4/24・日本百貨店協会発表 ―

URL：https://www.depart.or.jp/press_release_other/files/



3月のインバウンド市場は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響を大きく受け、訪日外客数は、
前年同月⽐93.0％減の19万4千人。
ドラッグストアの購買1店舗当たりのレシー

ト枚数（購買件数）は233 枚、前年⽐21.0%、
前月⽐46.8%と減少した。

1レシート当たり購買単価は前年⽐84.5%、
前月⽐は114.1%で、13,690 円となった。
国内消費との購買単価の⽐較では、8.7倍と

前月よりも増加した。
インバウンド購買ランキングは、「キュレル

潤浸保湿フェイスクリーム」が4 ヵ月連続で首
位を獲得し、2位にはアネッサのＵＶケア商品。
ランキング全体を見渡すと、化粧品カテゴリ

が大幅に増加している。また、健康食品やビタ
ミン含有保健薬もランクインし、引き続き健康
への関心の高まりを感じる結果であった。

【市況（実績・データ）】月次
3月ドラッグストア売上高・売上概況 ― 4/30・True Data公表 ―

ドラッグストアのインバウンド購買件数が前年同月比21.0%、前月比46.8%と急減速
① 3月のインバウンド1店舗当たり購買件数は233枚前年比21.0%、前月比48.2%。
➁ インバウンド購買ランキングは、「キュレル 潤浸保湿フェイスクリーム」が⾸位。
③ 化粧品カテゴリが大幅に増加、また健康への関心の高まりも引き続き増加傾向。

商品別購買ランキング



【市況（実績・データ）】四半期
訪日外国人消費動向調査 観光庁・消費動向調査 ― 4/15・観光庁発表―

1-3月期の訪日外国人旅行消費額前年同期比
▲41.6％
① 訪日外国人１人当たり旅行支出は前年比

18.8％増。
➁ 旅行消費額の構成比前年同期と比べると
買物代の構成比が減少

③ １人当たり旅行支出額はベトナム、中国
オーストラリアの順で高い。

ＵＲＬ： http://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/content/001340596.pdf

http://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/content/001340596.pdf


【市況】トピックス
JNTO訪日プロモーションスケジュール 日本政府観光局（JNTO） ― 5/1・JNTO公開―

JNTOが反転攻勢後の訪日プロモーションスケジュールを更新
① 新型コロナウィルスの影響を考慮して、5月1日に同スケジュールを更新。
➁ 反転攻勢後（7月以降）を想定し、市場別（21市場）に詳細を公開。

ＵＲＬ https://www.jnto.go.jp/jpn/projects/promotion/vj/event_vj.html



【市況】トピックス
外国語ガイドの実態把握調査報告書（概要） 観光庁 ― 5/14・観光庁発表―

観光庁が外国語ガイドの実態把握調査報告書（概要）を公開
① 外国語ガイド配置数と訪日外国人訪問数で、エリア分布上の乖離があった。
➁ 通訳案内士に対して、グルメ・ドリンクツアーで最も優位性があった。

ＵＲＬ https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics05_000296.html

平成30年1月の通訳案内士法改正により、通訳ガイドの業
務独占が撤廃され、資格を持たないガイド（以下 外国語ガイ
ド）が参入可能となったことを受けて、外国語ガイドの実態
把握調査を行った。

調査対象 ・全国の旅行会社、マッチングサイト運営会社等
に所属している外国語ガイドや主要観光地に訪れた外国人。
【結果】
・訪日外国人は関東、近畿エリア以外にも広く来訪している
が、外国語ガイドは関東、近畿エリアに偏っている。
・外国語ガイドは、ローカルカルチャー（街歩き、商店街
等）ツアーや、グルメ・ドリンクツアー、ショッピングツ
アーで、通訳案内士に対する優位性が見られた。
【まとめ】

今後、判明した外国語ガイドの持つ優位性のさらなる磨き
上げと、課題の解消について関係者で連携して取り組み、外
国人旅行客の受け入れの充実に反映させていく必要がある。



【市況】トピックス
訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業 第2期公募 観光庁 ― 5/8・観光庁発表―

観光庁がホストタウン等緊急対策事業の第2期公募を開始
① 東京オリパラのホストタウン市町村に対し、緊急対策事業費補助金公募を開始。
➁ 多言語対応、公衆無線LAN、キャッシュレス決済、バリアフリー化、その他。

ＵＲＬ https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics06_000259.html

観光庁は、「来年の東京オリパラ時には、
外国人観光客をストレスフリーで快適な環境
のもと、おもてなししましょう！」と、来年
の東京オリパラ大会の競技会場、選手村、ホ
ストタウンが所在する市区町村において、地
域が一体となって⾏うインバウンド受入環境
整備を支援する「訪日外国人旅⾏者受入環境
整備緊急対策事業費補助金（ホストタウン等
緊急対策事業）の第2期公募を5月8日（金）
から開始した。
観光案内所、観光拠点、飲食・小売店等に

至るまでの地域が一体となって⾏う多言語対
応、無料公衆無線LANやキャッシュレス決済
環境の整備、バリアフリー化等を支援する。
特に飲食店、小売店等についてはインバウ

ンド対応を重点的に支援することができるメ
ニューとなっている。



広東省消費者委員会の4月下旬の調査によると、新型コ
ロナウイルスによる消費への影響で、「買い物のオンライ
ン化」が進む一方、感染終息後の「反動消費」も一部に限
られることが分かった。
感染の拡大期に感染予防対策で、自宅で過ごすための関

連支出が増加した一方、サービス項目では、「旅⾏」「飲
食」「エンターテインメント」の消費がそれぞれ65％減、
55％減、54％減と大幅に減少し、「実店舗での消費を控
えた」が66％、「ネットショッピングに切り替えた」との
回答も52％に上った。
感染ピークアウト後の外出先での買物について、「以前

と同じように回復した」が31％、「一部限定して外出先で
買い物」の51％と合わせて8割以上に達した。
しかし、今後迎える感染終息後の消費については、抑制

されていた反動から起こると期待される「リベンジ消費」
について、「⾏う」との回答が18％にとどまった。
また、購買意欲を高める要因としては「物価の安定」が

58％、次いで「販促イベント」（47％）、「消費券」
（45％）などの回答があった。

【市況】トピックス
広東省 コロナによる消費動向への影響調査 ― 5/8・日本貿易振興協会（JETRO）公表―

広東省ではリベンジ消費の意向は18％にとどまる
① 感染拡大期のショッピング、リアル店舗は66％減、ECへの切り替えが52％。
➁ 抑制の反動から起こると期待される「リベンジ消費の意向」は18％にとどまる。

GWの5/2、中国各地の行楽地は大賑わいだったが

URL https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/05/15057c880b0e635c.html



コロナ禍における、スーパーマーケット、
コンビニエンスストア、ホームセンター、
ドラッグストアの販売分析である。
コロナ禍で販売が減少したのは化粧品や

医薬品であるが、当週でも4つの小売業態で
化粧品のカテゴリの全てが減少している。

2月はインバウンド旅⾏者の減少、3月以
降は在宅勤務、外出自粛、外出時のマスク
の着用によりファンデーションや口紅等の
メイクアップ品の販売減が顕著である。
一方、販売増の品目は、食料品が目立つ。

3月以降は、一斉休校、在宅勤務の奨励、在
宅時間と家庭内の在宅人数が増え、自炊の
機会も量も増えている。
当週で注目したいのは、パソコンの販売

額増で、緊急事態宣言が徹底された最新週
は家電量販店でのパソコンの増加率は
50.9%と1位であった。
テレビ会議、リモート授業などへの対応

による需要増だろう。

【市況】レポート
POSでみるコロナ禍の購買動向 ― 4/28・経済産業研究所公表 ―

コロナ禍で化粧品が販売減少、食品と衛生用品に加えパソコンが販売増
① インバウンド減、外出自粛によるメイク不要により化粧品は大幅減。
➁ 自炊機会増による食料品、在宅勤務・学習によるパソコンが目立って増加

URL https://www.rieti.go.jp/jp/columns/a01_0589.html

前年同週比の販売減、販売増ランキング 4月13日～19日

業態別の販売動向の推移



5月15日17時現在、「新型コロナ」
関連の経営破たんは全国で153件（倒
産102件、弁護士一任・準備中51件）
に達した。
「新型コロナ」関連の経営破たんは、

2月2件、3月23件だったが、4月は84件
に急増。さらに、5月も大型連休を挟
んで15日までに44件が発生し、月間
100件に迫る勢いで推移している。
業種別では、最多が宿泊業の30件。
インバウンド消失に加え、国内旅⾏

や出張の自粛でキャンセルが相次ぎ、
温泉旅館やホテルの破たんが増えた。
次いで、緊急事態宣言で、来店客の

減少や臨時休業が響いた飲食業が24件
（同14件、同10件）、アパレル関連が
20件（同11件、同9件）など。ＢtoＣ
関連業種の経営破たんの上位を占める。

【市況】レポート
「新型コロナウイルス」関連倒産状況 ― 5/15・東京商工リサーチ ―

「新型コロナウイルス」関連の経営破綻は全国で153件
① 2月2件、3月23件、4月84件だったが、5月は月間100件に迫る勢いで推移。
➁ インバウンド減の影響を受けた宿泊業が最多の30件、飲食業、アパレル関連と続く

URL https://news.livedoor.com/article/detail/18266885/
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